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都
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平
安
京
左
京
八
条
三
坊
二
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
下
京
区
西
洞
廃
通
塩
小
路
上
ル
東
塩
小
路
町
六
〇

ヽ

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
七
月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
安
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
定
森
秀
夫

。
片
岡
　
肇

。
朧
谷
　
寿

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
連還
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
当
館
が
昭
和
五
四
を
五
五
年
に
調
査
し
た
新
京
都
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
敷
地
の
西
隣
り
に
あ
た
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
主
な
遺

構
と
し
て
、
平
安
時
代
前
期
を

中
期
の
溝
、
鎌
倉
時
代
の
常
滑

。
東
播
系
須
恵
器
大
甕
を
使
用

し
た
甕
棺
墓
や
木
棺

。
上
羨
墓

等
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
江
戸

時
代
で
は
用
水
路
に
よ
っ
て
区

画
さ
れ
た
畑
を
確
認
し
た
。

木
筒
が
出
上
し
た
の
は
、
平
安
時
代
の
溝
で
、
こ
れ
は
当
館
が
前
回
調
査
し

た
大
溝
の
西
へ
の
続
き
と
な
る
。
溝
内
は
ほ
ば
三
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
木
簡
は
中
層
の
暗
灰
色
粘
質
土
層
か
ら
出
上
し
た
。
共
伴
遺
物
に
は
、
多

量
の
上
器
の
他
に
、
人
形

・
櫛

・
下
駄

・
沓
等
の
木
製
品
や
木
材
片

。
木
片
、

動
物
骨

・
植
物
遺
体
が
あ
り
、
少
量
で
は
あ
る
が
石
帯

。
土
錘

。
上
馬
等
も
出

土
し
て
い
る
。
墨
書
土
器
で
は
、
土
師
器

。
須
恵
器
と
も

「大
」
と
か
か
れ
た

も
の
が
多
く
、
他
に

「
人
給
酒
」
と
か
か
れ
て
い
る
土
師
皿
等
も
あ

っ
た
。

共
伴
遺
物
よ
り
み
て
、
ほ
ば
九
世
紀
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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木
簡
の
釈
文

。
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六
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□
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美

□屏

〔
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ヵ
〕

回
□
□
□
□

⑥

　

□
口
□
□

（ドΦ卜
）
Ｘ
（騨『）
×
卜　　Φ∞Ｐ

（∞〇
）
×
（μド）
×
（μ）　　〇∞
μ

（⇔Φ
）
×
（解］）
×
∞　　〇∞洋

(京都東南部)



二
七
日
□
□
□

名
□
□
□

『□
』
中
」

□
□
□

。
□
女
羊
人

。
□

（ヽ
枷）
〉〈
（中『）
Ｘ
∞　　〇∞
岸

□

⑪
　
。
□
□
也
日
回

。　
□
□
□
□
国
□

□
□
国
□
□
□
部
国
（ド牌〇）
×
（μΦ）
Ｘ
］
　
Ｏω９

９
　
関
係
文
献

下
條
信
行

・
川
西
宏
幸

『
平
安
京
左
京
八
條
三
坊

二
町
』
３
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告
』
第
６
輯
　
一
九
八

三
年
）
定
森
秀
夫

・
朧
谷
寿

・
植
山
茂

『
平
安
京
左
京
八

條
三
坊
二
町
―
―
第
二
次
調
査
―
―
，』
Ｇ
平
安
京
跡
研

究
調
査
報
告
』
第
１６
輯
　
一
九
八
五
年
）

（定
森
秀
夫
）
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